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これからも
　　お元気で祝敬老の日

問合先／本庁高齢・介護福祉課高齢者福祉グループ　（内線 2673）

江え
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口
癖
は
、｢

お
か
げ
さ
ま｣

で
、
感
謝

の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
毎
日
、歌
を
歌
っ

た
り
し
て
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
は
入
退
院
の
繰
り
返
し
で
す
が
、

食
欲
は
あ
り
、
一
日
一
日
を
大
切
に
過

ご
し
て
い
ま
す
。

　

食
事
も
お
か
わ
り
を
す
る
ほ
ど
元
気

で
、
車
椅
子
で
お
好
き
な
所
へ
自
由
気

ま
ま
で
す
。

　

朝
目
覚
め
て
、
床
で
10
分
間
の
体
操

の
後
、
一
日
の
計
画
を
立
て
ま
す
。
な

る
べ
く
人
の
手
を
借
り
ず
に
自
立
す
る

努
力
を
し
て
い
ま
す
。

　

来
客
を
喜
び
、
一
人
で
30
分
以
上
も

話
し
て
い
ま
す
。
食
事
は
不
規
則
で
す

が
三
食
一
時
間
以
上
か
け
て
食
べ
ま
す
。

＊同意をいただいた方を掲載しています。（敬称略）　＊年齢は９月１日を基準とし、令和元年８月 23日現在、生年月日順で掲載しています。

ま
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ば

し
も
ぞ
の

ゆ
た
か

い

ち

き

　９月の第３月曜日は、国民の祝日の一つである「敬老の日」です。
　多年にわたり、社会のために尽力してこられた高齢者を敬い、その長寿を祝う日です。
　先日、厚生労働省が発表した平成 30 年の平均寿命は、女性は 87.32 歳で世界第２位、
男性は 81.25 歳で世界第３位でした。

　

熱
中
症
で
倒
れ
た
高
齢
男
性
を
救
助
し
た
と
し
て
、
中
央
消
防
署
は
、
７
月
17

日（
水
）、
川
内
南
中
学
校
３
年
生
の
長な

が

井い

甲こ
う

之の

介す
け

さ
ん
、
濵は

ま

田だ

青は
る

希き

さ
ん
、
瀬せ

戸と

山や
ま

愼し
ん
の
す
け助
さ
ん
の
３
人
に
表
彰
状
を
贈
り
ま
し
た
。

　

３
人
は
、
６
月
13
日（
木
）の
下
校
途
中
に
畑
で
倒
れ
て
い
る
男
性
を
発
見
。「
大

丈
夫
で
す
か
」と
呼
び
掛
け
た
が
反
応
が
鈍
く
、
熱
中
症
を
疑
い
、
す
ぐ
さ
ま
応
急

処
置
を
開
始
し
ま
し
た
。
タ
オ
ル
で
汗
を
拭
っ
た
り
、
氷
水
を
入
れ
た
袋
を
両
脇

に
当
て
て
体
を
冷
や
し
た
り
し
て
、
男
性
に
声
を
掛
け
続
け
ま
し
た
。
救
急
隊
が

到
着
し
た
際
に
は
、
状
況
説
明
な
ど
適
切
な
引
き
継
ぎ
を
行
い
、
男
性
は
病
院
に

運
ば
れ
、
命
に
別
状
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

３
人
は
、
昨
年
救
命
講
習
会
を
受
講
し
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
や
、
傷
病
者
に

対
す
る
応
急
処
置
な
ど
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。
表
彰
式
で
、
鶴つ

る

屋や

豊と
よ

文ふ
み

中
央
消
防

署
長
は「
人
命
救
助
に
携
わ
る
者
と
し
て
大
変
う
れ
し
く
心
強
く
思
う
」と
功
績
を

た
た
え
ま
し
た
。

▲写真左より、長井甲之介さん、濵田青希さん、瀬戸山愼助さん

力
を
合
わ
せ
て
熱
中
症
高
齢
者
を
救
う
！

お
手
柄
３
人
に
表
彰
状

　

当
時
の
感
想
を
聞
い
た
と
こ

ろ
、
将
来
看
護
師
を
目
指
す
長
井

さ
ん
は「
１
人
じ
ゃ
何
も
で
き
な

か
っ
た
け
ど
、
友
達
が
い
て
く
れ

た
か
ら
落
ち
着
け
た
。
自
分
も
熱

中
症
で
倒
れ
た
経
験
が
あ
り
、
そ

の
と
き
に
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
を

覚
え
て
い
た
の
で
対
応
で
き
た
」、

濵
田
さ
ん
は「
倒
れ
て
い
る
人
を

見
つ
け
た
と
き
は
怖
か
っ
た
。
こ

の
経
験
を
生
か
し
て
、
１
人
で
も

同
じ
よ
う
に
対
応
で
き
る
よ
う
に

し
た
い
」、
瀬
戸
山
さ
ん
は
謙
遜

し
な
が
ら「
怖
か
っ
た
し
、
あ
ん

ま
り
何
も
で
き
な
か
っ
た
。
２
人

が
い
て
く
れ
た
お
か
げ
」と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

田
中
憲
夫
氏
は
、
川
内
青
年
会
議

所
の
初
代
理
事
長
を
務
め
ら
れ
た
後
、

平
成
５
年
７
月
に
川
内
商
工
会
議
所

会
頭
に
就
任
さ
れ
、
か
ご
し
ま
川
内

貿
易
振
興
協
会
会
長
お
よ
び
川
内
大

綱
引
保
存
会
会
長
な
ど
の
多
く
の
要

職
を
歴
任
。
産
業
経
済
の
発
展
に
加

え
、
重
要
港
湾
川
内
港
の
振
興
、
中

国
常
熟
市
お
よ
び
韓
国
昌
寧
郡
と
の

友
好
交
流
の
促
進
、
川
内
大
綱
引
の

保
存
継
承
に
尽
力
さ
れ
る
な
ど
、
市

勢
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
８
月
26
日（
月
）、
川
内
文
化
ホ
ー
ル
で
名
誉
市

民
称
号
記
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
元
川
内
商
工
会
議

所
会
頭
の
田
中
憲
夫
氏
に
称
号
記
と
名
誉
市
民
章

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
名
誉
市
民
は
、
公
共
の
福
祉
の
増
進
、
産
業
文

化
の
進
展
ま
た
は
社
会
公
益
上
に
偉
大
な
貢
献
を

な
し
、
そ
の
功
績
が
顕
著
で
あ
る
本
市
住
民
ま
た

は
本
市
に
縁
故
の
深
い
方
に
、
市
議
会
の
同
意
を

得
て
、
そ
の
称
号
を
贈
る
も
の
で
す
。

名
誉
市
民
第
３
号

田
中
憲
夫
氏
の
功
績
概
要

昭
和
47
年
２
月

・
川
内
青
年
会
議
所
理
事
長

平
成
５
年
７
月　

�

・
川
内
商
工
会
議
所
会
頭

・
か
ご
し
ま
川
内
貿
易
振
興
協
会
会
長

・
川
内
大
綱
引
保
存
会
会
長

平
成
17
年
４
月　

�

・
薩
摩
川
内
市
国
際
交
流
協
会
会
長

田
中
憲
夫
氏

（
元
川
内
商
工
会
議
所
会
頭
）

昭
和
12
年
生
ま
れ（
82
歳
）

薩
摩
川
内
市

名
誉
市
民
に

田た

中な

か

憲の

り

夫お

氏
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